
とくしま生物多様性活動認証制度 

今、人類は生存の危機に瀕しています。 

コロナ禍など感染症の脅威はもとより、より根源的な地球規模の問題である気候変動と生物多様性の危機です。 

こうした危機を背景に、国際的に持続可能な社会づくりのため、持続可能な開発目標「SDGｓ」の達成に向けた取組が進められて

います。 

生物多様性については、人間活動による影響が主な要因で、地球上の種の絶滅のスピードが自然状態の 

約100～1,000倍にもなり、たくさんの生きものたちが危機に瀕しています。 

こうした生きものの多様性やこれがもたらす自然の恵み「生態系サービス」の損失は、世界総生産の約 10％に該当。32 億人の

福利に悪影響が及んでいます。 

このため、生物多様性条約に基づき、世界を挙げて生態系回復の取組が進められています。 

徳島県内でもすでに取り組んでいる事業者が多く見受けられますが、残念ながらあまり知られていません。 

そこで、民・学が連携・協力し設立した「とくしま生物多様性活動認証機構」は、 

事業者の皆さんの生物多様性の保全や自然資源の持続的な利活用に関する取組を評価し、認証することにより 

広く県民の皆さんに周知する仕組み「とくしま生物多様性活動認証制度」をつくり、運用を始めています。 

現在は、ものやサービスに対して、価格・デザインなど直接見える価値に加え、健康・安全・環境など見えな

い価値を評価する時代。私たちは、この認証制度を通じ、生物多様性の持つ貴重な価値を、消費者をは

じめ県民の皆さんにお伝えしたいと思っています。 

これまでは、生物多様性との関係が深い農業事業者の方を対象に認証・登録してまいりましたが、 

これからは、様々な事業者の方を対象に、認証・登録の普及を図ってまいりたいと考えています。 

こうしたことにより、より多くの事業者の皆さんが、様々な生物多様性活動に取り組まれるようになることが期待されます。 

 

 

          

 

   
認証制度に関すること              申請に関すること 

■とくしま生物多様性活動認証機構        ■認定審査機関 一般社団法人 コンサベーション・ラボ 

http://bio-cert-tk.org/                    https://conservationlab.jp/ninsho/ 

事務局〒770-8506 徳島市南常三島町２－１          認証事務局〒770-0805  徳島市下助任町１丁目２３ 

徳島大学大学院社会産業理工学研究部・                 メールアドレスtokubc.exa.conlab@gmail.com 

社会基盤デザイン系   鎌田研究室内 

メールアドレスbio.cert.tk@gmail.com 

 

生産       ・サー ス業 

   

 シ ル  

生 系に  し 生産
   物 ・サー ス
   こと     
る事業    

     ・     

    メ   

    性

徳島    

生 系   

        

生 系に  
し 事業活動
 証 

生 系に  
し 事業活動
   ・  

生 系に  し 
生産   物 ・
サー ス   

事業 
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認証マークの例 

黒とオレンジ系の２種類 
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とくしま生物多様性活動認証制度に基づく認証・登録 概要等 

Ⅰ認証制度の趣旨 

こ 認証制度は 生物多様性   と自然 源   的 利活用に取り組む個人 企業および団体や事業所等 活動 認

証し 公表するとともに 生産・販売・  する物 ・サー スに認証マーク 表示い だくこととし 認証制度 適切 

運用と普及  じ 取組活動 浸透 図ること 目的とします。 

※生物多様性とくしま戦略2018～2023 行動計画（重点プロジェク にも位置付け） 踏まえ も  

Ⅱ認証制度の概要 

● 認証制度は 鎌田磨人・徳島大学教授 理事長とする「とくしま生物多様性活動認証機構（以下「機構」という。）」 

制度 仕組 づくり 行い こ 機構 認定する 審査機関（一般社団法人コンサベーション・ラボ。以下「審査機関」

という。）や審査員・講師により制度 運用 行わ  います。 

● 認証にあ っ は 生物多様性基本法 責務規定等に基づき 事業  自主的に取り組む際 指針 ある「環境省・生

物多様性民間参画ガイドライン」や 「生物多様性とくしま戦略」 「徳島県気候変動対策推 条例」におい  ら に 

  いる「事業 に求めら  いる 期待   いる認識・姿勢や取組（以下「取組等」という。）」につい  認証申請

し 事業  ど よう 状況にある  基準とし います。 

具体的には 取組等 状況 確認する めに 業種等ごとに作成   チェ クシー  用いることとし こ シー

 に設けら  取組等に関する様々 項目に対し 認証申請  自ら 対 状況 チェ クします。 

審査機関は チェ クシー 及び現地調査 結果等 踏まえ 審査員による審査結果 ら 対 状況 適当 あると

確認   認証申請 （対  き いる項目数 一定以上  ） 活動につい 認証する仕組  す。 

認証   事業 は 登録事業 とし  生産・販売・  する製 ・サー スや名刺等に認証マーク 表示するこ

と  きます。ま  機構 WEBサイ 等にそ 事業  氏名・名称等 掲載します。 

● 事業 （農業 ほ  林業 水産業 除い 事業 ） 対象とする認証につい  初級・中級・上級「レベル１ レべ 

ル２ レベル３」 ３区分とし 昨年度 ら実施（試行）し います。 

 お 農業事業 （農業・個人 農業法人） 対象とする認証は 初級「レベル１」につい は す に 認証 実施

中 す。 

Ⅲ認証の手順・費用等  

認証は 以下 手順に従っ 実施します。 お 認証登録 有効期間は 2年間とします。 

①認証取得 意向 ある事業 は 説 会（講習会） 受講。 

※機構ま は審査機関 実施。 

  説 内容：生物多様性活動に適切に取り組む め 基礎知識 チェ クシー  内容 

②チェ クシー に自己チェ ク結果 記載し 申請書とともに 審査機関に 出。 

必要に じ 申請に向け 個 相談 申込。 

 ■審査認証登録料  7～15万円 ※従業員数による。現地調査  用 含む。調査箇所数 増え   追加  用 必 

要。交  は 途。 

■相談料      5～7.5千円／時間 ※相談内容による。審査機関（審査員・事務局）による個 相談 実施。 

③審査機関 ら 依頼 受け 審査員による審査 実施。 

 ■現地調査 レベル１は ３～４時間程度。調査と併せ  従業員等へ 講習も実施。 

認証取得  めには 講習 受講は必須。 お 現地調査前に 社内講習 受けることも  。       

④審査員は 事業  ら チェ クシー 及び現地調査 結果等 踏まえ 事業  取組 レベル 判断。 

⇒一定レベル以上にある認証申請 につい  法令順守状況等 踏まえ 認証。 

⑤審査機関 ら認証申請 に対し 認証等 審査 結果  知。認証する には 認証・登録証 認証マーク（電子データ）

 送付。機構 WEBサイ 等に事業  氏名・名称等 掲載。 

⑥認証登録   事業 は 物 等に認証マーク 貼付し PR等 実施。 

 ※事業  事業所 事業活動 認証すること ら 名刺 ポスターはもとより 物 ・サー スについ も そ 自体 直接生物多様性

   に関係  い場合 も 認証マーク 使用は認めら る。 

Ⅳ認証取得のメリット 

１企業価値 向上や企業 イメージア プに繋 る。 

①ＳＤＧｓにおける海洋と陸域 生物多様性に対処する目標（１４，１５） どに対する具体的取組  認証により見 

える する ど  じ ＥＳＧ    得ら やすくする。 

②   等に対する知名度や信頼性 向上 図 る。 

機構 WEBサイ 等へ 事業 名・事業所名等 掲載 県等 実施する環境等 各種イベン  ど PR 

２認証取得  じ  生物多様性に関する取組    せること   

① スクへ 対処 図 る。 

 原材料不足や調達コス  増大へ 備え 今後 法令や規制 ど 強 へ スムーズ 対  

②チャンスへ 適  図 る。 

 同業他社と    による競争力 強     や    へ アピール 従業員 満足度向上 


